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研究目的

東京・北京オリンピック・パラリンピックに参加したアスリートは、コロナ禍と開催地によってパフォーマン

スに何らかの影響を受けたことが予測された。このことから、開催地（自国または他国）やコロナ

禍が与える心理的な影響があることが予想され、本調査はこの影響について詳しく分析することを

目的としている。

研究対象者 東京・北京オリンピックおよびパラリンピック出場者

研究概要

対象者は、「東京オリンピック・パラリンピックのメンタル面に関するアンケート」に回答した74名と、

「北京オリンピック・パラリンピックのメンタル面に関するアンケート」に回答した40名である。収集した

データは回答者が特定できないように氏名が匿名加工を施している。 回答内容は基本情報、自

国開催がパフォーマンスに与えた影響について（東京大会）、大会期間中のコロナ対策による行

動制限（北京大会参加者）がパフォーマンスに与えた影響について（１～7点のうち該当する

数字を選択）、コロナ禍がパフォーマンスに与えた影響について（１～7点のうち該当する数字を

選択）、試合時の観客の様子について、JISSの心理サポートの利用について、に関する内容で

あった。 データ分析は、統計処理によって自国開催、コロナ禍が与えた影響の傾向を明らかにして

く。
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